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林地の地表附近に現れる低気温の観測例
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緒雷

林地は環境としての諸膝件ーーたとえば地形や地床の欣態なEがさまざまでるるため，気

温が場所ごとに可たりちがっていて，ととに地面に近い気居では， とのちがいが著しくあらわ

れる.

との事は，林地の気象現象として非常に面白いばかりでなく，森林の生育の上院もいろい

ろ;彰響を及ぼしているから，我々としてはぜひ認識を深めてゐかねばならぬ事なのである.

気温の諸問題のうち，北方には何よりもます=低気温の問題がある.著者は昭和 14年から，

北海道大撃の苫小牧演習林で，との問題の研究に従事したのだが， との際，ある地賠で比較的

長期の観測をつづけるとともに，他の多くの地賠で期間の短い観測'一一極端左足場合にはただ1

同かぎりの観測を行い，また時には，期間の短かい観測をゐなじ場所で何同も繰越したりして，

地表附近の低気温の配布欣態を知ろうとした.

以下にあげるものは，それら期聞のみじかい観測のうちから，興味があうた二，三の例を

えらみ.今後な沿研究を進めるための礎石としたものである.
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との研究は，服部報公舎と日本串術振興舎の援助，引績いて文部省自然科事研究費をうけ

た，森林の徴気候に闘する著者の研究の一部で， さきに公刊した「晩霜季に沿ける林地の低気

祖っその他怖と，密接なつながりをもっている.

1. 丘陸地の低気温

A. つの丘の聞の低気温

苫小牧演習林を，東南につらぬいている幌内川の流域の一部は可たりひろい平坦地で， こ

の平らか買主流域をはさみ，高さ 30mほefD丘が向いあっている.

とのごつに丘のうち，右岸の丘の裾(幌内事業医第21林班)に，皆伐跡地の開放地紙態に

ある凍害造林地があり，ととで低気・湿の観測を賞施した結果， との裾は高みに登るほど高温と

~þ ，丘θ頂は最も高温であるととを確めるととができた.

しかし，との丘から封岸のfi:にかけての低気温の配布:I!k龍は不明で、るったから，昭和 14年

12月22日， 聞上の距離沿よそ i03mのあいだに 8箇所の観測賠t:もうけ，最低試温の観測を

貰施した.

使用した寒暖計は大田計器製酬の横掛最低寒暖計，器差はほとんどなく分刻はいと

れを通風のよい内外白ペンキ塗木製長方形 (20x 15 x 70cm)の特殊な覆箱にいれ， 寒暖計の地

上高はすべて 0.25mとして測った.

右岸の丘はとεまっとドイグとうひの若い遺林地，左岸の丘は雑木林で，また右岸の

丘の栴には 1-1.5mのほざきしもつけを主とする雑草が密生していたが，ひろい孔隙や伐開

地の利用と，たかい雑草D刈梯いによって，それらの大きい影響を除くようにした.

しかし特にスト回目フ'松の傘下気温を測ったととろがある. との松は平地に拡立してい

る柿:裁木で・3 樹高ゐよそ 10m，枝張りの平均 7.5m，枝下の高さ1.7m，恋政計は樹冠の真下に

幹にちかく主まいた.

積雪はまだ捜し平地はゐよそ 7cm，材、地は可なり不規則で，所によっては地l封があらわ

れていた.

観測前夜の 21日の夜はほとん E無風，よく晴れて星がみえ 22臼の明け方は雲量 2，い

ちとるしい樹霜， 12月の典型的た霜日であった.

発北海道大撃農皐部演習林研究報告.第14巻，第1披，昭和 23年， 1-46頁.

掛寒地澄林と地表附近D低気温. 北方林業研究曾講演集，策1鞠，昭和15年.20-24頁.

北方林聖子の朱温. 北方農業研究，昭和18年， 107-134頁.

林野の最低葬式i昆. 1!fA/fl象象，第 H器，第1波，昭和21.f手， 713}'(. 
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観測の結果は表1(/)と1きりであったが，

八つの観測結のうち，

-
は

ま
の

ロ

〉

」

内

d

F

-

、
口
.

0

A

リ

h
nい
噌

i

h

一

ら

で
あ

地
が

害

現

凍
低

の
も

H
M

最

右

lt 高|最低気温

(山(C)

lJ 

?と最も高淑があらわれたの

は，J誌も高い左Ji~の丘の頂

750に控した1，
右中の兄は左;~~のI王よ

で _10.80

，従ってその主は

エつの丘の問の最低気温

(日間四 14年 12月22[1) 

闘 1

りも 2.2m低く，ヰI~{埋も të

);~の斤.より 0.8'fJtい -11.i)0

をえた.しかしとのように，

JI'.の悶には，左右どちらの丘にも，他の観測結去くらべると若しい高温がるらわれた.

また同時に寒冷な霜日のq'!j場所による1Jti自の屯が大きいというととは，袈J合季の特徴で，

それゆえ，温暖季と温暖な曇日に，

これよりも大きい差がみられる場合もるるに違い友い.

また，とれだけの需はみられないに違いないが，微である.

との凍害地が大

1り)仇Jun山】

で一1時5.6杭。o 'YSW斜薗で一12.40

をえてむい、る.Gci江町五likroklimaund pflanzenklima. Berlin 1930， S. 29. 

右j止の凍害地が，他の翻i賄罪占よりもいちじるしく低温となっているのは，
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きい斜面に績くゆるやかな凹地をしめ， 特に低温となりやすい地形上の霜孔になっているから

である.

それにしても， との凍害地より 1mも低い左岸の丘の麓ととれにつづく王子地が，それぞれ

-14.どと -14.ぴで可及り高温をしめしている理由は， それらの近くにある大きい雑木林と多

数の楠込みが，比較的温暖な環境をつくっていたためと思われる.

したがって，との温暖な環境からはやれているストロ戸ブ松傘外の観測貼は， 凍害地に沿

よばないまでも相営2訂正i毘ー16.6
0

である.

そしてストロープ松の傘下がいちじるしい高温でー11.70

をしめし， ほとん苫左右の丘の

頂の高温にちかいととは面白い，との傘下気温は，ほとんe:Jななじ王子地にあって僅か 9mしか

はなれていない傘外気温よりも，ほとんどゲも高いのでるる.

以上のと必り，局所的な僚件の影響はあるけれEも，全障としてみて，幌内川をはさむと

の谷間には，左岸の丘から右j~~の丘にかけて，低所ほど低温で高所ほど高湿な最低気沌が，地

表附近に配布されているととを知るのであるわ.

とのととはまた，苫小牧演習林の，すべての大きい丘と丘の聞にみられる現象と考えられ

る.

B. 1!まい波服地の低気温

苫小牧演習林は火山次の丘陵地で，いたるととろに低い丘が波のように起伏している.丘

の走向は，大韓どとも西4じから東南に向っているから，丘の斜闘は，大韓東北とその反封の凶

南に画している. 谷はどともたいてい浅く幅もせまいが， Jl:のなかには，頂が憂地欣にひろが

っているものもある.

山の神事業直第 10林班は，とのような地形佐代表していて，高さ 5-()m(標高約 60m)前

後の大小のJiが波欣にいくつも起伏しなかには事:地紙の丘もある. ととはまたE買い皆伐跡地

で，膝ぐらいまで・の高さに雑草が疎生し，大部分にとどまつをうえてあるが，まだ雑草の高

さを抜くまでになっていない.

との波欣地に，どのような低気温がるらわれているかを知るため， 昭和 17年 5月14日，

最低気温を観測した.雑木林の新総にはまだすとし早く，地床はほとんど冬枯れのままの枯草

に低uな沿われ，建林地には，凍容をうけて赤くなった小さいとどまっが黙々とみられた.

2) もっと規模の大きい丘山と谷にも，おなじような関係がある. しかし，滅菌をのぼって最低気温がお〈な

るのには限りがあって，おchmidtその他の観測によると，大体，比百;70-80111前後までである. じeige~

Mikroklirr】nllnd pfl九m.enklima.S. 29 一一一 Gdg~r， Dn< Klimu der l>odennahen ].uft同chicht.Hruunschwich 

1927， XI. 
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との起伏をほとんど直角に横断する延長 500mあまりの観測線をもうけ，観測の方法は，

との線にそい 151問のシックス寒暖計を配置した.

との寒暖計は略測用としてしばLば使っていたもので，分刻は 1.，器差の巌密な検定は困

相互の指度の発がす〈ないものを特にえ難であったため，多数の去なじ型のもののなかから，

ぎの寒暖計も，球部の位置に，亜鉛板製内外白ペンキ塗， マッチの上箱篠の覆

とれば最高気温を測るときに，

らんで使った.

(Gx7 x3 cm)を取付けている. 日光の直射をさえぎる震のもの

で、あった.

との側面に，球部の高さがEれもそれぞれ測量用。小さい擦抗を打ち，15の観測E誌には，

ほとんど倒伏し周囲の枯草はそのままにして沿いたが，O.25mとなるように寒暖計を吊した.

ていて，雑草内の特殊な祭~1líl.が影響するようなととはなかった筈で、ある.

表

観蹄蜘酬蜘i泊測糊即則鵬鵬l際努

~46 

一--ー←一一一一一一一一一一一

結果は表2のと必りである.

2 

況

大きい丘のI頁，雑木林の1ft

おなじ丘の項

おなじ丘の東北斜商

浸u、やや成ぃ谷炭

小さい丘の阿南斜面

おなじ庄の東北斜，厨

浅い符氏

やや犬き U、丘の河南斜面

おなじ丘の放し、環

;ぷも浅し、狭い谷底

大きい丘の高議朕のI買，谷にちかい個所

おなじお去の中央m:
同 tF1'f主主の小さいえぞまつの傘下

おなじ丘の東北斜面

深()，長【い谷氏
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園2は，地形の慨念闘の上に最低気・温をどえがいたもので，距離は.lEしいが，高低測量を続

いたた占う，高さは必やしも iEしく左い.

とEまつのさら芽がそろそろ開きはとの観測を賓施した苫小牧演習材、の 5月の中ごろは，

僚件の悪い若い造林池11:，晩霜季の凍

たまたま観測前日 13日の夜宇から雨模様になり， 14 

しかも地表附近には著しい低気視があらわれて，

害がしきりに起る危険な季節でるるが，

じめ，
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踊 2 fまい液状地の最低気温

(日目和 17年 5月14Hl 

日の最低気温は全般に高(，

また曇日の常として， それ

ぞれの観測黙の聞の， 低気

温の差はあまり著しくなか

-った.

しかし地形による低

気温の主主はやはり現れてい

る.

との日の観測の結果で

は bの谷が最も低温で

一1.3
0
，Aの丘と Cの丘の]買が最も高溜で十2.6

0

，したがってとの発はほとんどダでるる.そ

して場所により微細の賭は可なりちがうが， 全轄として詳の底は低温でliの頂は高isl.， 1r，の

斜面はとのこつの聞にあるととがわかる.

深さも蹟さも，大韓似ていると思われる a と d のす干の低温K:可たり:;~があるのは， A のlí:

が雑木林に嶺われている白に dの谷の周遊はまったく無林の皆伐地で、あるととが，主な理由

にちがいたい.

BのJi:の東北斜面と bの?干には，わやか 23mはたれているごうの観測貼の聞に， 曇日に

もかかわらす;2.3。のちがいが現われた.高低差は 2~1mCらいであろう. とれは地形による

低i毘の配布の:);~を，よく示している.

bの谷が最も低温になったのは，符の周謹が践い皆伐地である上に，特I'L蹟大で放熱のさ

かんな CのJr.の西南斜商をと拾えていた矯であろう.

&fい高室は低泣と考えられている.AとCのI王のmとくらべれば， Dの1王の頂はそのよう

な傾向をみせている.

また丘の頂の縁は殴いといわれ，との親測の結果も， Dの氏の縁と中央部に，さのような

傾向をみせているが，使った寒暖計の精度では，とれを言切るだけの自伝がもてない.

Dの丘の上に孤立しているえぞまつがある.とれは樹高j".;-よそ 4m， はじめ雑オG林のな

かにあった被麿木で，樹冠の護建は貧弱だがp それで、も傘下は傘外より確かに高温て‘ある.

これに較べれば， AのI王の雑木林の内と外のちがいは意外にすくたい.

ことから南に必よそ 1000mはなれている話場の最低気温はー0.2
0

(地上1.3m)， またその

泣くの苗嗣はー0.7
0

(:地上 0.25m)で・あった. とのこつの気温は観測の方法がちがっていて，前
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記の低温と比較するととが許注れない.しかしととは， Aの丘を間にはさむ aの反劃側の谷で，

比較的暖い Aの丘を下れば，また寒冷主主谷になっているととが判るのでるる.

以上の二つの最低集温o観測は，季節も天集もちがっているけれども， とれによって，苫

小牧潰習林の丘陵地一帯の地表附近には，丘と谷の規模のえ小にかかわらす"，常に，谷に低温，

丘に高温がるらわれ，谷も丘も高く登るほど高温になっていると考えられる3). ただしとの闘

係は，農林や地床の欣況，局地的危地形，斜面方位などの彰響を更にうけているのである.

2. 観測の地上高と低集温'1)

昭和 14年以来賓施した著者の林地の低集温に閲する観測は， ほとんどすべての場合地上

O.25mの高さで測っているが，地面からの高さによ、って，林地の気温はどめような献態にある

かということは，絶え歩確めたいと思っていた. そして観測の飴カは乏しかったけれe't，、事

情の許すかぎり，との観測につとめ，若干の結果を得るととができた.

つぎの例はそれらの中の一部である.

A. 地よ巴10mと O.25m

前に書いた幌内事業也第21林班の凍害造林地では，最も被害がはげしい一一従ってまた

非常に低温な地軸で，地上 O.25mの最低気温を測りつづけていた. との高さは，とどまっゃ

えぞまつ ，0山出苗の高さに大積あたっているのだが，賓生の稚苗が生活しなければたらない，

もっと地面にちかい集居の低気温を知りたいと思い， 昭和 14年の 7月1日から 12月21日ま

で、，地上 O.25mの観測といっしょに，地上 O.10mの最低気温を測ってみた.

寒暖計は雨方とも;J;;-i.rt型で前記。大白計器製蹟掛最低寒暖計，とれをたなじ型の 2個の

覆箱一ーとれも前記のとゐり木製内外白ぺン干塗筒形の細長いMi(20 x 15 x 70 cm)に別々に入

れ，*暖計の球部を所要のi匂さとなるようにぷ世した.

置箱はiE4 分の取をつかい，また:医院;;十はi・j'jのなかの iおさ 5cm の年~;::誌の上に -'f らに置いた

から， 低く設置した覆箱の底紋は地l剖から必よそ，1 Clll はなれているだけで r~.ミj く設置した方

は，本託事そ 19cmはなれていた.

広:松は 1枚張りで透しはない.左右一一箱の長制!の方向にほとんど吹抜ける通ffii，¥口があり，

また放の上蓋と箱の縁の聞に間際をつくワて通風を助けている.

3) 鉱泉候におよぼす地形の~響は持にいちじるしい Geiger， Mikroklima unu pf1anzellklima. 1 、.
4) かつてパイエルンの各地で一斉に行われた，地表的涯の気~~の垂直配布に闘する観ìJ!IJの地上泊iは， 0，0品川

O.詰品口、 0.50m， 1.00 III であヨた.
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。観測り結果をと表3にまとめてみた. 12月は観測を打切った 21日までの分である.下居と

上居の差の欄には，月別平均1から計算したものを記入し，毎日の差の最大の闘には，毎日の差

を計算しその中から，それぞれの月にあらわれた最大のものを記入している.

表 3 月創平均最低気温 ("c) 
ー一一よ←一一一一 正ニニヰ

月別 ilI Ull E X 立 ~ 平均

地上 0.10m 14.90 17.16 12.04 -1.80 -8.60 -15.45 3.04 

地上 0.25m 14.27 16.43 11.12 -2.78 -9随 一17.17 2.04 

.下暦~上 暦 0.63 0.73 0.92 0絹 1.05 1.72 1.00 

毎日の差の最大 1.8 1.3 2.5 1.8 2.4 3.0 2.13 

観測]日慰

差至宝1・日段

差 ~2~ 日数
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表。と沿り月の平均は，下居(0.10m)の最低気温が常にJ::居、0.25m)よりも高温であった.

ゐた巳ととは毎日の最低気温についてもいわれ，観測を賓施Lた連績 174日のるいだに，上居

が逆に高温と左った日はただ1同 (10月28日)，しかもその差は(1.1
0

にすぎ歩， ほかに上・下

雨唐がひとしくなった日が，とれもただ1同 (11月20日)，あったばかりでるるli).

/ 

また観測期間中の差の最大は yであったが，とれもただ 1同 (12月19日)であった.しか

し2'以上白差がるらわれた日は 10同， 1。以上の差があらわれた日は 76同でるった.

そして観測期間 174日にあらわれた差の平均は1.00
0

である.

地上 0.10mとO.25mと，上下のへだたりは僅か 15cmにすぎない.ととに平均 1
0，最大

30
，毎月すくなくとも 1.30

以上の去をみる日がるるというととは，著しい現象でるるZいって

よい.

との現象は，温暖季から窓J令季にむかつてしだいに目立ってくる.そして 12月には，きわ

だつて著しく友っているととを表3がしめしている.

B. 地上 O.25mと 1.00m

著者はまた，林地にむける地上 0.25mと1.00mの低気温をくらべてみた.

観測の場所は，地上 O.25mと0.10mをくらべた前記の凍害活林地で， しかも全くゐなじ

箇所である.

5) Wra，leは4月から 6月まで観測を賞Ji包し. 地上 0.05mの最低気滋が上暦より高温であることを注意し，

その理由は，日中のi&熱を土壌が蓄浸しているためであるといてコた JJie Bestande.-Klin.at"logie l¥flc1 ihr 

Eillilu~" auf die j¥iυ1υ品icdcr ¥"crjUllgulJ品lIlJtcr討しhmuUlJU In dcr (;rujJ pe. 1<・or"tw.Cl，l. 1 \J~5， s. 494. 
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観測の方法も前と会友ヒととで，先きの地上 O.10mの観測施設をそのまま 1.00mtc高め

たたけでるる. 0.25mの観測施設にはすとしも蟹更が主主い.

ただ観測の期聞は， 1年後の昭和 15年 7月1日からはじ宏払翌年fD5月4日までで，観

測日主主は 205日である.

苫小牧演習林の冬は，すくない訟がら積雲がるる. 15年の 12月は陥とんど積雲がなかっ

たが，露場で測った翌日年の 1月の平均深度は 7.5cm，2月は 26.7cm， 3月は 19.9cm，4月

の積雲は上旬かぎbでその後は泊失した.

観測の結果を表4九月別の王子均最低気温としてまとめてみた.

表 4 月別卒均最低気温 0(;

月 JJU I~]f Hn K X }l XII 1][  1[ wt平均

t曲_1:". 1.00 tn 14.18 15.16 5.89 -4.77 -6.47 -10.80 -16.80 -16.00 -ll.25 -5.91 -3.68 

地上 0.25III 13.88 15.12 547 -4.96 ---.7.16 -1I.88 -18.68 -17.93 -11.94 -5.98 -4.41 

上層~ 下暦 0.30 0.04 0.42 0.19 0.69 1.08 1.88 1.93 0.69 0.07 0.73 

差の最大 0.6 0.7 1.7 1.4 2.2 3.2 8.4 10.6 3.9 3.1 3.58 
一一一一一一←ー

観測j 日鍛 31 30 29 28 28 31 31 27 31 29 

上屋〉下暦日政 8 21 21 18 21 26 28 23 24 15 

上暦~l~暦日産主 23 9 8 10 7 5 3 4 7 14 90 

差さ r 日亜主 。‘ 。6 4 4 9 14 19 10 1 67 

差Z主3 日聖堂 。.0 。。。 1 7 6 2 1 17 

差さ 50 日政 。。。。。。 4 4 。。 8 

とのように，nの平均として，上唐(1.00m)の最低気温は下居(仏25m)よりも常に高温で

あるべ しかしその主主は，寒冷季を除いて非常にすくなく，ととに 8月と 4月は 0.1"にさえみ

たない. またその差は，玉三障としてみて，温暖季から寒冷季へ，始めは僅かだが，やがて念に

いちとるしくなる.また寒冷季から温暖季へ，その逝があらわれる.

上居と下居のへだたりはお cmだが 1月と 2月には， ごとにそれぞれz'にちかい差が

あらわれている.

とれはJ;Jv千土?のととで，毎日のとととなると，寒冷季の土居と下居の差は卒均配はるか

に上廻り 1月には最大 8.どまでの差がるらわれ 2月には，寅に 10.6.。までの差がるらわれ，

喝) A rnanllは5月中・下匂の脅伐跡地で地上 025mと1.00mの最低気温をはかれ同様に上暦は下屠よりも

高温である給果をえた.その差は税制 11日の平均で1.30，差の最大は 2.1。であった Wo悦elfle勺， Wald品i>a叩u E 

u山ndFけ叫r日忌剖山引11川川'円川11e剖(e肋()山Xれ〈り山》

最低毒朱記溢を1地曲1:0.2お5111と1.0∞0111で車観臣町f測則している. この結果も上暦は下暦より高~で， その差はたとえば

中腹o斜面では千均 0.6"，また晴れた夜の平均は1.0。であった.Messung des Expositio・"k1imaョ Forstw.

Chl. 1928， S. 637. 
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た.しかし 7月と 8月には， 0.60
とO.ア会での差があらわれたにナぎ左かった.

表 4は，との毎日の傾向をとりまとめている.

前にしめしたとゐり 7月の平均最低議温は，僅かではるるが上唐は下唐より高温であっ

た.しかしとのように，土居が下居よりも高温でるった日は 7月のうち 8日だけで，ほかの 23

日は，反封に，下屠の方が高温であるか，又は上居と下層がひとしいのである.

との7月と 4月を除いた他の月は，大臨月の 20日以上，上屠が下居より高温である，とと

に1月は月の 28日までも上居が高温である.

上屠が下屠よりも低温念日は， 毎月 3日ないし 23日あって， とれは寒冷主主日にるらわれ

る傾きがあるととを注意したい.

また表のとおり 7月と 8月には，上居と下居の差が 1。をとえている日は 1日もたく，

4月も， 3.1。の差をしめした日 (3日)ただ 11司をのぞけば， 1。をとえている日がないのである.

だが 1月と 2月には，観測日教の学ぼまたは今ば以上が 10

をとえている.

12月から翌年の 4月までは，毎月 8。以上の差があらわれている.

つぎの去は 50以上の極端友撃があらわれ

た日の，土居と下居の最低気温である.

とのように，いやれも 1月の牟ぼから 2月

の竿ばにかけて最冬季にるらわれている.とれ

は賓にいちヒるしい現象であると思われる.

C. 地上 O.25mと 2.∞m

表 5 上・下層の極端な最低祭温の差 。C

上ト下暦|地上1.0m地上0.25:11 月日

10β-21.1 -31.7 1][ . 11 

8.4 -21.3 -29.7 ・1.31

'
I
A
V

“w
u
τ
i
o
δ
 

旬
4

陶

d
a
o
a
υ
p
h
υ

1.17 -21.3 -28.4 

52 

-21.3 -28.3 1 . 16 

-20.9 -27.8 1)[ . 14 

-21.0 -27.1 1][. 9 

-213 -27.1 1 .15 

-2I.l -26.3 1][ . 13 

ゲ以上の大きい差があったのは， 1月と 2

);Jだけで，夫々とのような日が4日づつあらわ

れている.

著者はまた，昭和 15年の秋から 16年の春にかけて， 地上 O.25mと2.00mの最低主義温を

ときどき測っていた.

との観測は前記の凍害造林地の中心ばかりずたし その附近の数箇所で同時に行ったもの

で，とのような方法をとったのは，上居と下居の低気溢の関係は，予林地の箇所によって可たり

ちがうととに気がついていたからである.

出来れば連績した長期の観測をしたかったが， 10同の観測を行っただけであった.しかと

大憶の傾向は知るととができたと思う.

観視UQ)箇所はつぎのとゐりである.
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林内 前記の凍害造林地の隣にあるちょうせんからまっ林.平均樹高 14m，林冠は

閉ヒていて下木も下車もない.観測賭は林縁から 33mはなれている.

林識 とのからまっ林の林綴.観測賭はいちばん外側の植列から 9mはなれている.

ととは凍害地の地つづきで，凍害木とみてよい生育不良木と枯損木も散在する.

開放地 凍害造林地の撤害地黒占. 地上 0.25mとO.lOm， また 0.25mと1.00mの低集

温を測った前記の地恥

丘地 との凍害地につづいている小高い丘の中腹.北斜面.

使った寒暖計は，前にるげたシックスの最高最低寒暖計・で，球部には前記の亜鉛放製自ペ

ンキ塗の小型な覆を取付けてるみ・との寒暖計を 2侭づっ，それぞれの観測鼎にまつナぐ立て

たたおきに，必要な高ぎをあたえて懸垂した. とのたるきは白ベンキ塗，一定の高さに釘

をうち，ゑお寒暖計が風に動かされないよう簡単な装置をしたJ

結果は表 Bのとおり，味本内を除けば全障として土居 (2.00m)は下居 (0.25mJよりも高温

でるる・ととk，凍1存地となっている開放地は，観測 10同のうち 9同まで主屠が高温，また林

訟もとれにちかく，観測9同のうち 8同まで、土居が高温でるった.

しかし 林内だけは関係が反封になっていて， 土居が高温でるったのは 10同のうち 3悶

だけで，その他は下居が高温であるか，または上居も下屠も訟なと湘度であった7).

J二居と下層の主主は，との林内がいちばん少し 1。をとえている日は 1同だけで，ほかは上

も下も大韓沿なじくらいだが，開段地には 1。をとえる日が9同もあり，林縁では 4同，丘の中

腹では 6問をがぞえた.

との業が3
0

をとえている日となると，開放地には 6岡あるのに，材、縁にはただf悶，丘の

中腹と林内には， もはや 1同もないのである.

そして上居と下居の差の最大は，開放地4.3
0

，林縁3.2
0

，丘の中盟 2.6
0

，林内は前記のと必

りただ 1同で中日リな1.5
0

でるる.

以上の問・つの観測黙にあらわれている上居と下居の最低気f毘の惑は，開放地が最もいちと

るしく，林内はその反封でるる. そして林紘と丘の中担はとのこつの間にあり ，I材、縁よりも，

.fI'.の中腹にあらわれる差がい〈らか著しいようである.

気温をはかる普通の高さ一一地上 1.5mくらいの高さになると，観測の場所による気温の

7) Gcigerと Am31111は，春と夏の林内の最低気温を地1:0.0511・， 0.25 m， 0.50 m， 1.00 IIIではかり，上暦と

下暦の主主は非常にすぐないという結果合えた.下層が低iaとなる場合はあワても，その差はわずかである

という. ForslmeteoroJogischc Messun旦ellin einem F:ichenhest川パ1.Forぺw.Ci>l目 1931，S.7J2.--WoeJ日e，

¥Valdhau I1l1d 1<0. stmeteorologie. S. 19 
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、主は一般にすくなくなると考えられるがヘ林地で位地J二2.00mでも，との主主は可たりいちじ

るしい.

表7は表Gから，観測艶相互の間にあらわれた最低気温の最大の需を，毎回の観測ごとに

計算したもので， たとえば 10月30日の地上 025mには， 材、縁と林内の|聞に営日の最大の}t;:

0.6
0

があらわれ， また主?なじ日の地上 2.00mには， 開放地と林内の問に最大白芳~ 0.6'。があら

われたととを示す.

とのように，地上 0.25mの最低気温は，観測の場所によって1.30

から i.げまで， 平均で

8) Geigerは，植物が繁茂していない平地の地表附涯にあらわれる特殊気候の高きの限界を 1.5_2.0mとみな

! している. Mikroklima und Pflanzenklima 



( 117) 

は 4.480

ちがりて必り，地上 2.00mでは， O.G
o
から f).O円安で，平均 2.G2。ちがっている.

表 7 最低策週，観測の場所Iζよる最大の差 。C

月日 0.25m 観 iR11 黙 2.00 III 観 測結

X. 30 44 開放地~林内 0.6 林縁~林内

口1 6.1 グ ~ グ 1.6 開放地~ グ

)1. 1 40 " '1 2.6 グ~丘
。
“ 

4.1 

グ~丘

グ~林内 !!.S 

グ ~林通産

林 内 ~ か

開放地~林内

グ~丘

グ グ 1.6 
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17 
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グ h 林内

1/ グ ~ 林 内

弓孟 1.~) 4.48 2.52 

との平均についてみれば，地上 2.00mにあらわれるちがいは， 地上 O.25mのちがいの大

関字分である.しかし観測 10同むうちに，ぴまでのちがいがとの地上 2.00mにあらわれてい

るというととは著しいととである. とりちがいは，観測同数一『ととに寒冷季o観測をませば

確かにもっと大きくなる.

また表 8と表 7から，つぎのととを知るととができょう.

土世'上 O.25m の~~低ぷ漉は，四つの観測黙のうち開放地がいちばん低温で，林内はたいてい

いちばん高混である. しかし時として，林内は庄の中腹より低調となるととがるり，杢酷とし

ては，開故地・科総・正の中腹・林内の/1自序に低温である.
/ 

地上 2.00mのi訂正試揮は，以上よりもすとし不規則であるけれEも，大骨豊ゐたじような関

係があり，開放地はいちばん低温で，つぎが林縁，材、内かまたは丘の中腹はいちばん高温であ

る.

また開放地と林紘， .1王の，{1股と材、内の最f正気i躍は比較的似ている. とれば地上O.25mにつ

いても 200mについても言えるごとでるる.

以上の親~lIJ :ã::行った昭和 1乃年の杭から笠年の亦にかけて，凍害活林地の中心で，前記の地

上 O.25m と1.00m のil之低気温~別に測っていた.

とれは前記の特殊な出t.iiにいれた拭;fJ+A止低寒暖計を使っていたのだが，地上O.25mの最低

気温は， シックスの寒暖計で測ったものとほとんど一致していたので，地上l.00mの観測値を

そのまま採用して表 6に記入した.
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表 S~闘するかぎ担との 1.00m の最低気温は， 0.25mよりもいつも高温で，最大の差は

2月16日の 2.50 であった.

また 2.00mの最低気温は，会なじように 1.00mよりも高温ぞある..例外は 1月12日で，

最大の差は 10月初日の 3.8
0

であった

3. 雑草内外の低気温

地面からの高さによる低筑温をくらべながら気がついたととは，雑草の中の低気温に，可

たり特徴がるるというととであった.

とのととに闘する親測には相官カをいれ，雑事θなかの最低f~{温を，長期間にわたって測

ワたくらいであったが，別に，地的iからの~J さと低気温の闘係をみるため致同の観測を行。た.

以下はとの結果である.

観測!は昭和 16年の 8月末と，同年の 11月上告jと，顎1i年の 5月上旬の 3同で，それぞれ

数日づっ観測を質施している.

観測の場所は前記の凍害造林地の一隅で，そとには去iさ必よそ 1mのほざきしもうけが

宇野生していた.

観測の方法は，前とhなじように， 白ペンキ会のたるきを 1本，雑草のなかにたて，地

両から {).20，0.50， 1.0:1， 1.50， 2.00 m の翻測の高さなあたえるように，シックスの最高段低寒

暖計を主Jによってつるしたもので，寒暖計の球部には小さい震があり， また，風むために，寒

暖計が動かないようにしてあるととも前のと沿りである.

観測の結果は表 8でるった.圃 3には，雑草内外の地上高と低気温の関係を見やすくす

るために，秋と泰の観測の平均と，夏にかき、り，つぎの理由から 3日づっの平均最低気温をえ

がいているへ

それは，とのあわせて 6日のあいだに， 可なりちがったこつの傾向があらわれたからであ

る.

内月の翻測のときは折あしく，天気が悪し (， Rのうち 3日は平朝が公， 前日の夜は快晴

¥25日)か，悶 (26E1)か， ~r.::: (2i A)であり， のとりの 3日は早朝が雨，前日の夜は雨(28日，三O

日)か，去:(29円)であった. そのため，闘のように，雑草内外の上下の低気温は，平朝が曇で

るるか， F:Lで‘あるかによって，ちがう傾向をあらわしている.

9)ζ の闘を， (~ei g，er の {Ë撹と多畑の主主f広ぷi民の垂直:分布闘と〈らべれば，可なりちがヲている.幅弁事!;-Im，

*-1.候寺~.昭和 1 :1年， 426 頁
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6日聞の観測について，ーたぎのごとがいわれる.

事丈以上の上2さよりも相首におi毘であ早朝が曇っている [1の故低気温は，雑草のなかが，

雑草のたかでは，草丈

の牛ば附近 (0.50m)が最も

高温で，地上O.25mよりも

0.90

(25臼)まで高温でるつ

る.

ー戸Lーーーー一一~一一i一一一ーー ムーー

殺事正舗の最低集混 (草丈]1Il 

0.50 

L
r
 廊 3

雑草の先端附近(l.00m)

は，地よ025mと大差がな

た.
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しただいくらか先端の方が高温である.

地上 1.50mは，雑草の先端附近よりも可なり低温で， その聞に 1.2"(25日jまでの差がる

った;

地上 2.00mは 1.50mと大差たしただとれよりもいくらか低温である.

王手朝に雨がふっている夏の日の故低気、砲は， 雑草の先端附近(1.00m)のいちじるしい低温

が目立っている. そして， 雑草の中で最も高温があらLれている 0.50mcp箇所とのるいだに

1.70(28日)までの差をはかった.

1.50mの集温は，曇っているときと反割に，雑草D先端附近よりも，かえってrほど高温

と友り，雑草内の最高温にちかい.

2.00mではまた， i去に 1。あまり低温で，雑草D先端附近にちかい温度である.

晩秋に観測した6日間は雨がふらす3，観測日の早朝と前日の夜は，快晴友いし曇であった.

そして雑草内外の最低気温は，毎日よく似ている相互関係をしめした.

との高さによる最低気温の相互関係は，前記の雨がふった夏の目。場合の， ほとんど正反

主tであるのは面白い.

O.50m附近は，雑草中のもっとも低温な部分であり， 0.25mよりも1.7
0

(4日)まで低温で

あてコた.

雑草。先端附近は， 0.50mよりかなり高温になるが， O.25mよりは低温である.

1.50mは，雑草の先端よりもいくちか低温な傾きがあり， 2.00mではまたかなり高温であ

る.そのために，雑草中で最低温の 050m附近よりも 3.7
0

(全日)まで、高温で・あった.

昭和 17年の容の 5日間もNUがふうす"，早朝と前日の夜は快晴ないし曇で、あった.観測の高

さによっる最低気温の相互関係は毎日よく似て必れまた闘のとbり，晩秋の場合とよく似て

いる.

容も，まだほとんど護芽じていない雑草中の最低温は 0.50mにるら、われ， 0.25mと雑草の

先端附近はとれよりも詰ii毘， 1.50 mはまた低温をあらわして草中の最低温にちかづき， 2.00m 

はまた可なりいちじるしく高温と.たる. そのため，ことと 050mとの聞には， 2.8"(3日)まで

の差がみられた.

雑草内外の気温が，以上のように，観測結の高さによって特異な関係をしめずというとと

は，雑草めたいととろと較べたときに，いよいよはっきりすると考えられる.

よって，観測日童文はわづかであったが，昭和 lo年の晩秋と翌 17年ωぷ， との比較をやっ

てみた.



(Dl) 

方法は，雑草中の前記の観測を寅施したがら，雑草外でもゐ~t観測をやったもので， そ

とではほざきしもつけを約4m2刈掛い，その中心に白塗の?とるきを立て，寒暖計をと吊した.

したがってほざきしもつけのなかの孔献地ともいえるが，雑草そのものの影響はなか-:::>'1とと

考えられる.との刈排地の観測騎は，雑草中の甑測結から 28m'はなれ， 0i48mだけ土地が高い.

メ日揚地の観測鼎の観測の結果は表gで，との表と前記D 表8によって圃4をえがき，

蟹方の関係をみやすくした.

il9 刈揚地の最低.温 .C 

観測!の地上高 (m) 0.25 0.50 1.00 1.50 2.00 

16. ~. 5 -10.3 -11.7 -12.2 -lO.8 - 9.6 

17. V. 4 8.8 8.6 8.5 9.3 9.8 

5 7.4 6.8 6.6 7.2 7.7 

ペナは他き除毒乞m
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周 4 刈揚地と雑草地の最低集混の比鮫

a )(1]揚地 b雑草地(草丈 1m)

も1mほど高い 2.00m附近では，雑草地と刈梯地のちがいがほとんどゑい.

11月5日の早朝は快晴，前日の夜は曇であったが，晩秋の寒冷ゑ夜の特徴はかなりよくあ

らわれていると思われる.

5月4日の早朝は晴，前日の夜は曇， 5日は!f-朝も前日白夜も曇 5月のはじめとしては

共に高温な夜で，低湿な夜の特徴ははっきりるらわれていたい.低湿な夜は，すくたくとも雑

草の先端と 10)1.50 m 附近に，もっと大きい差があらわれるのではるるまいか.

10)凍害を問題とするときは，とむ雑草の先端附近の気温の時殊性が問題でるる Staudacherはとの先端附主主

で凍害が最もはげしし草の中は，地商に向って被害がす〈な〈なるといった.Die Fro，ischaden im ]:<'ur-

slbetrieb. F，υrotw. Cbl. 1924， S. 7. 
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雑草内外の低策温については， iJ:;/i;-稿をるらためて扱いたい.

要結

苫小牧演習林には，比高 30-40m内外までの，火山次の丘がたくさん起伏している. そ

の地表の最低気温は，丘に比較的高温があらわれ，谷に比較的低温があらわれ，丘は上ほど高

温である.

12月下旬の典型的危霜日の観測によろと，約 700mをへだてて相封ずる，比高 30.5mふ

28.3mの丘の頂にるらわれた地表附近(:地上 0.25m)の最低気温はー10.80

とー11.6
0

で， また

丘の中腹比高 13.6m号館所には -13.90，丘の聞の刊にはーω_-18.3
0

があらわれた・沿

た巴4s地でも，針葉樹の傘下は比較的高温で -11.7
0
でるった.

また，比高5-6m内外の，低い丘が波般に起伏している他の地域にも，やはり同巴ょうた

闘係があって， 5月中旬の，曇ったあまり典型的ではない霜日の観測でるったが，丘の頂の地

表附近(仏25m)には +2.6-+1.30

の最低気温があらわれ，丘D中腹に +1.8--+0.2"，谷に

は +0.4-ー1.3"があらわれた.

とのように，土地の起伏と密接な関係者ともつ地表附近の最低気温は， i.主ほ局地的危地形，

斜面の方位，また樹木，森林，その他の地床植物などり影響をうけて，場所ごとに著しくちが

ワている.

また，地表附近の最低気温は，観測の地上高によってもちがうとと勿論である.

7月から 12月までの観測では， 開放地(皆伐跡地の凍害浩林不成績地)の地上 0.10mと

O.25mとでは，ほとんE常に土居が低温でとの差の月平均は 0.63-1.72"， 174日のうち 76日

に1"以上の差がみられ，毎月 1.3-3.0'。の差がるらわわれた. との差は寒冷季にいちヒるしい

から， 1月と 2月には，もっと大きい差がるるにちがいない.

地上 0.25mと1.00mの最低気温について 7月から翌年の 5月初旬まで 295日間， 前と

沿なと箇所で観測した結果は，月平均として下屠が低温であった.しかし，月白うち 3日-23

日は，上居と下居がひとしいか，叉は上屠が低湿でるった. 下居が低温となる傾向は，とれも

寒冷季にいちとるしく， 1月にあらわれた差の最大は 8.4
0

，2月はついに 10.6
0

に遣した.上下

のへだたりは僅か 0.75mである.とれは貰にいちヒるしい現象であると思う.

地上 O.25mと2.00mの最低気温0比較は， 10日聞の観測にすぎなかったが，からまっ林

内，その林諒，開放地(凍害遺林地)，ゐよぴ丘の中腹と， 4箇所の同時観測を賞施した. しか

し翫測日童文o不足から，大憧の傾向をしるだけに終っている.
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林内は 10日のうち 5日まで下屠が高温であうたが， そのほかでは， たいてい下屠が低温

であった.また林内の上・下屠の差はすくなしそのほかで、は 2.6_4.3.までの差があらゐれ，

ととに開放地θ との差はいちとるしい・

地上 0.25mの最低気温が，林地の場所によってちがうととは勿論で，とのちがいは 1.2-

7.6.，平均 4.48.，2.00 mでは 0.5-6.0.，平均 2.52"であワた.

雑草がしげっている林地の最低気温は，雑草の根元から草丈以上のある高さまでに，特異

な関係がるるにちがいないとは想像されるととでるった. との観測はるわせて 17日， 夏，晩

秋，早春の三季にゐけ，地上 0.25，0.50， 1.00， 1.50， 2.00 mの最低気温をはかった. 場所は草

丈およそ 1mのほざきしもつけの密生地で，とれも観測日童文の不足から，大慢の傾向をつか

んだだけであった. たゐとの観測。目的を補うため，雑草の刈揚地で，上記の地上高白最低気

混在観測した.

早春と晩秋のほまきしもつけの中は，刈梯地よりもい〈らか低温で，草丈け以上の上宰

もまた低湿であった. との差は，地上 0.25mで 0.0-0.50

，0.50 mでも 0.0_0.5.，草丈けを按

いた1.50mでは 0.6_1.30，2.∞mでは 0.0-0.2.であった.しかし草の先端附近 (1.00m)は関

係が反撃まで， ;Qj錦地よりも 0.7-0.9。高温であった.との先端附近はまた，夏の雨の日はいち巴

るしく低温となり，ゐなじ草の中の 0.50m附近より 0.8-1.7
0

も低くなった.

以上のように，苫小牧潰習林の地表附近には，丘陵の起伏にともなう最低気温のるる配布

があり，との配布はまた，林地のさまざまな僚件によって費化する. したがって地表附近の最

低気温は場所ごとにちがうのだが， とれは観測の地上高によってもまた著しくちがうのが常で

るる.

しかしとれらのちがいは，必やしも不規則でなく，興えられた保件のもとに，ibる相互関

係がたりたっている.以上の観測は，との相互関係を充分解析するまでにいたっていない.

北方の林地で，地表附近の最低領温を，ぜひ扱わねばならない場合の一つは晩霜季の浩林

地の凍害問題で，とのためには， q月と 6月の低気揮を扱わなければならないが， とD稿は，

5月一ーととに 6月の最低気温については杢〈ふれていない.

また以上の観測は，すべて最正気温の観測でるるが， とれと共に，最高寄託湿の観測一ーし

たがって較差を岐うととが，大きい意義をもっ場合もあるはやでるる.

いす=れはせよ，著者の観測が，更に捕われるとと左希ってやま友い.


